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中世か ら近世 にかけての ドイツ ・オース トリアの文化史
郵便の誕生
菊 池 良 生
郵便の誕生
はじめに
僧 正 いかにも,そ れにちがいない。一一 この書面 はさっそ く陛下のお 目に掛 けねば な りませ
ぬ。 タクシス殿。 こなたの大お手柄 じゃ。 よく手落ちな くみはって くださいま したな。
駅逓長 いや,僧 正様。只わた くしの職責を話 したに過 ぎませぬ。
(佐藤通次訳)
フ リー ド リッヒ ・シラ ーの 戯 曲 『ドソ ・カル ロス』の 一場 面 であ る。
だいたいシラ}の 歴史劇はあま り正史 に頓着することはない。 しか しさすがに物語の背景 となる史
実は しっか りと押 さえている。つま りこの場面で僧正よ り 「タクシス殿」 と呼ばれる駅逓長は実在の
人物である ということだ。 そ してこの歴史劇の舞台は一六 陞紀 スペインである。
さて,こ こでこの駅逓長の人 とな りの紹介は後回 しにす るこ とにする。
それよりもまず確認 したいのは僧正のいう 「陛下」 とは誰の ことか。 ノ.
い うまで もな くスペ イン王 フェリペニ世である。
フェ リペニ 世 とはカ トリックの世界統一の完全復活の夢に取 り愚かれ,フ ランスの母后 カ トリー
ヌ ・ド ・メデ ィシスが約二万人の新教徒 を殺織 した 「聖バルテル ミーの虐殺」の報を受けるや快哉を
叫び,8ただちに記念貨幣 を発行 し,神 への賛歌 をもってこの近 世史上最大の大量虐殺 を言祝いだ人物
である。スペ イン国内での数多 くの異端審問や,領 地ネー デルラン トの 「流血参事会」によるおびた
だしい死の繋 りを背負った王であ る。 さらには,植 民地中南米から運ば;れる金銀 とまたそれ を上回る
.
領地ネーデルラン トからの税収だけを頼 りに国内の産業育成を怠 り,スペインを生産国家から徹底し
た消費国家に転落させ,挙句に二度にわたる画家破産宣言を平然としてのける酷薄王でもあった。
プロテスタン トであるシラーは もちろんこんなフ ェリペニ世が大嫌 いである。別にプロテスタン ト
でな くてもあま り近づ きた くない人品骨柄である。 しかしシラーは人類の共生を心底願 った 『歓喜の
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歌』(ベー トーベンの第九交響 曲の合唱)の 作詞者 であ る。 フ ェリペ を嫌 うこ とにかけて は誰 に も勝
●
るものがあ る。い きおいフ ェリペの人物造形は こ とのほか手厳 しくな る。 そこで少 し筆がすべる。 つ
まり作者は父王に反抗するこの歴史劇の主人公である皇太子 ドン ・カルロスを己の政治理念の理想 と
義母との恋に張 り裂かれる純真な青年に仕立て上げている。
だが実際には怯儒,驕慢,矯 激の貴公子といった ところが実像に近い。
もちろん父 と子の亀裂の深刻さは史実であった。以前か らその兆候が現れていたドソ ・カルロスの
精神疾患はいよいよ進み,父 に暗殺 されることに怯 え,つ いには反撃 を企て る。 ネー デル ラン トに逃
亡 し,そ こか ら父に一矢を報いるの だ。
そ して ドソ ・カル ロスはネーデル ラン トのブ リュッセルで宗主国スペ インへの反乱 を企 てるナ ッサ
ウ伯 方ラーニエソに 自分の計画を したためた書信を送 る。
それが駅逓 長 タクシスの手に落ち た。…五六八年 の ことであ る。
ドソ ・カルロスはただちに:父王によ り幽閉 され,や がて獄死す る。 もちろん父王の命に よる暗殺 で
ある という噂は絶えなかった。
」
さて駅逓長 タクシス。
ライモソ ド ・デ ・タ クシス(タ シス),一五一五年 に生 まれ,一 五七九年 に没 して いる。皇太子 ド
ソ ・カルロスの逃走 劇を未然 に防いだ ときはすでに五三歳,当 時 としてはかな りの老齢であ る。
事実,か れは スペ イン王 フェ リペニ世 よりも王の 父であ る神聖 ローマ皇帝カール五世 に仕 える期間
が長 かった。 それはた まゆ らのハ プスブル ク世界帝 国の樹立者カール五世 に従 い,ド イツ,フ ラン
ス,ハ ンガ リー,チ ュニスの戦場 に身 をさ らし続 けて きた奉公であった。そ して,こ の ころには息子
ホアンの成長を心待ち し,いつでも駅逓長の椅子を譲る覚悟でいた。そんな矢先の大手柄である。
ところで駅逓長はいまで言う郵便局長である。 しかしタクシスの場合,単 なる郵便局長ではない。
もっと大物である。貴族にも列せられている。当時の用語で言えばスペイン王国郵便総裁 といった職
責 にあ る。
一六世紀のスペイン郵便制度は各州の中央郵便局長により運営されていたが,その中央郵便局長は
郵便総裁タクシスの推薦により王が任命することになっていた。そしてこれら局長は各州での郵便営
業権を用益賃貸料の形で郵便総裁に支払う。さらに郵便総裁の懐にはこの賃貸料のほかに宮廷飛脚の
費 用の一割 とスペ イン全土の郵便料金の…一割 が転 が り込んで くる仕組み にな っていた。
当時の郵便業務は信書,小荷物,そ して人の輸送である。旅は宿駅を利用して行われていた。
これらの業務の中で最重要視されたのが王政府の命令書等の各地への輸送である。 もともと近世初
期の郵便制度はこの命令書の速やかな効率的伝達の目的で作 られたのである。 これらの郵便は官庁間
の公用郵便なのでもちろん無料である。
しかしせっかくできたこの新 しい通信ネットワークの利用を公用郵便に限定し,あ とは眠 らせてお
"
くとい うのはいかに ももったいない。特 に商人たちが これに 目をつけた。 こうして私 信,商 用通 信,
商用小荷物そして旅と郵便取扱量が増えそれにあわせて郵便料金収入が飛躍的に伸びてい く。
一五六二年発刊のrヨーロッパ旅行案内』によればスペイン各州の郵便局長配下の宿駅(=郵便局)
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が合計二三五駅 あった とい う。ちなみに ヨーロ ッパ全体 で一三一三の宿駅 があ った。 なかで もイ タリ
アが群 を抜 いていて六〇五駅。だか らこのrヨ ーロ ッパ旅行案 内』は イタ リアで発刊され,以 後続h
と版 を:重ねてい る。 なぜそ うな ったかについては後 に詳 しく述 べるこ とにな るだろ う(べ ニ リンガー
『マーキ ュ リーの標の もとに』参照)。
いずれにせ よ,一 六世紀後半,ヨ ー ロ ッパ には相当濃密な郵便網 が敷 かれていた ことがわかる。週
一度の定期郵便に富裕な識字階級 と商人たちが群がった。
旅もまたそうである。商人はこの郵便網を利用 して商用の旅に出る。刀礼式(元 服)を 迎えた貴族
の師弟の修学旅行であるグラン ド・ツァーも,あ るいは王侯自身の旅 も宿駅利用のそれである。事
実,一 五四八年,皇 帝マ クシ ミ リアン二世 がローマ王(神 聖 ローマ帝国皇太子)時 代,ア ウグスブル
クか らスペ インまで,ま た一五五一年,ス ペ イン王 フ ェリペニ 世が インスブル ックか らスペ インまで
それぞれ郵便による旅をしている。郵便は旅行業をもかねていたことになる。
この郵便網を統括するのが郵便総裁である。郵便総裁タクシスの収入がいかに莫大なものであった
かが容易に想像できるだろう。
それだけではない。
王政府の公用郵便が第…義 なのだか ら,こ の ネッ トワー クに乗 っか って や りとりされ る私信もまた
王政府の管轄下にあることになる。 ときは 「信書の秘密」 という発想には程遠い頃である。
余談 だが,十 六世紀フ ランスのモラ リス ト,ミ シ ェル ・ド ・モンテーニ ュの生涯 を克明 に追った堀
田善 衛は こんな こ とを書 いている。「当時書簡 と言 うもの は,あ て先 に届 くには届 いたが,途 中で開
かれ,複 数 の人 々によって読 まれ るとい うこ とが大 旨常態であ った。書簡は,い わばジ ャーナ リズム
の一種であ った」(『ミシ ェル城館の人』。)
スペインももちろんこれが常態であった。 とりわけスペイン本国となにやら不穏な動きが見 られる
ネーデルラン トとの間を往来する私信は途中ですぺて開封されることになっていた。これらの私信を
監視するのが郵便総裁の重要な職責であった。
そんな職責である。
おいそれ とだれ もかれ もが就 ける職 ではな い。中 世末期,近 世初期,や は,り家 門がものを言 う。す
なわちライモ ソ ド ・デ ・タクシスが属 す るタクシス家。
ライモソ ド ・デ ・タクシスは叔父マフ ェオか らスペ イン王 国郵便総裁職を引 き継 いだ。
ライモソ ドの父は ヨハ ン ・バプチス タでかねはその次男坊 であ った。
:父パプチスタは一五二〇年,皇 帝カール五世から帝国郵便総裁の職を授か り,爵位も受けている。
父は当時のヨ一口ヅパ世界経済システムを支 える二大商圏の一つネーデルラン トのブルュッセルに本
拠 を置いた。実は ここブル ュッセル こそ が ヨー ロ ヅパ郵便 網の中心地 であったのであ る。
ライモソドのもう一人の叔父シモンはやは り二大商圏の一つ北 イタリアはミラノ公国郵便総裁職を
拝 命して いる。
このバ プチ スタ,マ フ ェオ,.シモ ンが世 に言 うタクシス家三兄弟であ る。'
三兄弟 は嫡 男に恵 まれな かった伯 父フランツ ・.フォン ・タクシ スから郵便事業 を引 き継いだ。
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フ ラン ツ ・フ ォン ・タク シ ス。
タクシス家の家祖 と言 って よい。 とはすなわち ヨー ロ ッパ近代郵便制 度の:父と言 って もよい ことに
な る。
それではそのヨーロヅパ近代郵便制度はどのように誕生したのか?そ してそれは三一ロヅパ近代
にどの ような影響 を及ぼ したのか?本 稿はヴ ォルフガ ソグ ・ベー リンガー,ル ー トヴ ィッヒ ・カル
ム ス,リ ューデ ィガー ・ヴル トゥら諸氏の研究書を参考 に郵便制度誕生 のい きさつを瞥見す るのが狙
いであ る。
重
タクシス家の郵便事業の盛衰は ヨー ロッパにおけるハプスブル ク家の勢力伸長 と軌を一 に している。
r中世最後の騎 士」 と謳わ れたハ プスブル ク家 中興の祖 である神聖rl一マ皇帝 マク シミ リアソ 一ー一fu:
はまだローマ王になる前の ころ,ブ ルゴーニ ュ公国のシ ャルル大胆公の一人娘マ リーを后 に迎えた。
これがハプスブルク家の世界帝国飛翔のきっかけとなる。
監
ブル ゴーニ ュ公家はフランス王家 の分家であ る。主従関係で言 えば,ブ ルゴーニ ュ公はフランス王
の第一の家臣 となる。 しかし公がフランス王 にお となしく臣従するには公の勢力が少 し強大に過 ぎ
た。公 は本領地ブルゴーニ ュ公国のほかにこれ と隣接す るネーデル ラン トを も領 していた。
ネーデルラン トは毛織物産業を背景に ヨー ロ ッパ二大商圏の一 方の雄 であ る。歴代のブル ゴーニ ュ
公はこの有 り余 る富を惜 しげ もな く蕩尽 した。 フ ィリップ豪 胆公,ジ ャン不実公,フ ィリップ善 良公
そしてシャルル大胆公と四代にわたるブルゴーニュ公が繰 り広げた華麗な宮廷絵巻はホイジソガの
『中世の秋』に詳 しい。
そんなわけだからブルゴーニュ公家は自立の気風がみなぎり,フランス王家の風下に立つことを潔
しとしない。一三三七年 に勃 発 した英仏百年 戦争 の際 には イギ リス側に立ち,い わゆ るブル ゴーニ ュ
派 を形成 し,ジ ャンヌ ・ダル クで有名な当時のフランスのす さま じい内戦に拍車 をかけ もした。
さて,四 代 目シ ャルル大胆公は同時 に軽率公で もあった。軽率公はついにブル ゴーニ ュ公国のフラ
ンスからの独立の意図を露にした。
公国を王国に昇格 させ,神 聖ローマ帝国の版 図に入る。そ してゆ くゆ くは 自ら神聖 ローマ皇帝 に即
位す る。
こんな途方 もない夢 を抱 きなが らシャルル大胆公 ・軽率公 は ときの皇 帝フ リー ドリッヒ三世 に近 づ
い た。
フ リー ドリッヒ三世は皇帝 とは名ばか りで,後 世,多 くの人 から 「帝 国の大愚図」 とまで椰楡され
ていたふがいない王者である。そしてハプスブルク家の宿阿の病である慢性金欠病に冒されていた。
そこでこのダメ皇帝は大胆公から金を引き出すために一人息子マクシミリアンを逆玉の輿よろしく婿
養子同然に大胆公の娘マリーに差 し出した。このマクシミリアンこそが鳶が鷹を生んだといわれるほ
どに父帝 に似ずやがて英主 とな る後の皇帝マ クシ ミリアンー・世であ る。
ともあれ,ブ ル ゴーニ ュ公家 と皇帝家ハ プスブル ク家 との 同盟 はなった。大胆公は動 き出 した。
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もちろん ときの フラン ス王ル イ十一世 もこの まま指 を くわ えて眺めて いる気は さ らさ ら無 い。 こ う
してブル ゴーニ ュ戦争 が巻 き起 こる。一四七四年 のこ とであ る。
この戦争はスイス傭兵部隊の国際舞台への華々しいデビュー戦でもあった。つまり実際の戦闘は華
麗な金羊毛騎士団を主力とするブルゴーニュ騎兵 とフランス王に雇われた長槍を手に密集戦法を採る
スイス傭兵歩兵部隊との問で行われた。
しかし当時の戦場は古代ローマの歩兵ルネッサンスの舞台 となっていた。
エ リクールの戦 い,グ ラソソソの戦い,ム ルテソの戦 い とブルゴー ニ ュ騎士軍 はスイス傭 兵歩 兵部
隊に連敗を喫する。そしてナンシーの戦い。ブルゴーニュ軍は壊滅的敗北を迎える。折 り重なる屍骸
の山からシャルル大胆公の遺骸が発見された。
フ ランス王ル イ十 …世は直 ちにブル ゴーニ ュ公 国を接収 し,そ の勢 いで大胆 公の もう…つの遺領
ネーデルラン トをもフランス王領に組み入れようとする。 これに対 して大胆公の娘婿であるハプスブ
ルク家の御曹司マクシミリアンが敢然 と立ちはだかる。マクシミリアンはスイス傭兵部隊に対抗すべ
く,南 西 ドイツか ら傭兵歩兵 部隊 をか き集 め,ギ ネガテの戦 いに臨 んだ。一 四七九年 の こ とだ。
マ クシミ リアンの傭兵部 隊はかろう じてフラン ス軍 を破 った。 以降,こ の ドイツ傭兵部 隊(ラ ンツ
クネ ヒ ト)が マ クシ ミ リアンのそ してその後のハ プスブル ク皇帝軍 の中核 とな ってい く。
ともあれ,ハ プスブル ク家 はネー デル ラン トを手に入れた。 これは大 きい。
むろんネーデルラン ト各州,各都市がそのままハプスブルク家の支配をすんな りと受け入れたわけ
ではない。ひそかにあるいは公然 と抵抗の牙を磨いでいる。
事実,マ クシミ リアンは一時,ブ リュー ジ市で百 日以上,軟 禁状態 に もあ ってい る。い わゆ る 「ブ
ル ユー ジ俘囚」 であ る。 これはマクシ ミリアンが ローマ王に即位 し,父 帝の共同統治者 となったわず
か二年後,… 四八八年 の こ とである。 しかしそ=れにして もローマ王た るものが一都市の俘 囚 とな る と
は!情 勢はまだまだ流動的である。 しかしそれでもこのネーデルラン ト領有はハプスブルク家に計
り知 れない恩恵を もた ら して くれた。
そ してマ クシ ミリアンは この莫 大な持参金 を もた らして くれた最初の妻マ リー が死ぬ と,や がて ミ
ラノ公の娘を後妻に迎えることになる。つまりハプスブルク家のヨーロッパ戦略が南に眼を向け られ
たの だ。
これはフランス王家 とて 同 じだ。
一四九四年,ルイ十一世の後を襲ったシャルル八世が総勢九万の軍を率いイタリアに侵攻する。主
力をなすのは,一騎打ち という戦いの美学をとことんまで追い求め,自 らの立ち居振る舞い,礼儀作
法,生活様式を典礼の美にまで高めたかと思われる華麗なフランス騎士軍である。
しかしこれら一糸乱れぬ騎士軍は実は飾 りに過ぎない。隠れた主役は多数の傭兵,と りわけ歩兵の
中核をなすスイスの長槍部隊であった。
スイス傭兵部隊は笛や太鼓に合わせてうっとうしげにリズムを取 り'行進する。原始的で不合理な習
慣,勇 猛さ と隣 りあわせ となってい るその残忍 さ,恐 ろ しい戦 いの雄叫 び。 どれ一 つ とっても彼 らス
イス傭兵部隊はイタリア人を恐怖のどん底に陥れた(ラインハル ト ・パウマンr傭兵の文化史』参照)。
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そしてヨーロッパはやがて戦争が殺鐵戦を 目的とした 「邪悪な戦い」に変質 してい くのを目の当た
りにすることにな る。
その意味でこのシャルル八世のイタリア侵攻の一四九四年を近代の黎明と見る史家も多い。
た しかにこの ときヨーロ ッパ に 「力の均衡」 とい う概念が生まれた。 ここに職業外交 官が始めて誕
生する。各国は主要都市に大使館を設置し情報収集に当たる。外交文書の量が級数的に高まった。従
来の情報伝達制度では とて も間に合わない。新しい情報ネ ットワークの構築が急がれた(カ ルムス
r郵便の世界史参照』)。
ときはまぎれ もな く近代の黎 明に入 っていた。
ともあれこうしてハプスブルク家 とフランス王家のイタリア権益をめぐる約半世紀にわたるイタリ
ア戦争が起 こる。特 に ミラノを どち らが手にするか?
その ミラノ情勢,そ して まだハプスブル クの支 配がい まだ磐石 とはいえないネーデル ラン ト情勢は
いったいどうなっているの か?情 報 が欲 しい!の どから手が出るほ ど欲 しい!
この ときマクシ ミリアンは北 イタリアの ミラノ とネーデル ラン トのブ リュッセルのほぼ中間地点 に
5
当たるチ ロルのインスブル ックに政庁を構 えていた。 これは:父帝 フ リー ドリッヒ三世の従兄弟であ る
ジークムソ ド豊貨公が酒色におぼれたまま嫡子無 く逝き,空 き家となったチロル伯領を妹婿でもある
バイエルンのアルプレヒト賢公(狡 猫公とも渾名される)の野望を抑えマクシミリアン自らが領 した
結果であった。
思えば近世初期の大都 市は・コンスタンテ ィノープルか らロン ドンにいた るまでほ とん どが海沿いに
位置 している。大都市への物資の供給が容易にな っている。 もちろん物資とともに特報 も入 って くる。
ところがハプスブルク家の領地は新 しく手に入れたネーデルラン トは別にして基本的には中央ヨー
ロッパにある。海路は望めない。 ここインスブル ックもそ うだ。 か とい って運河の建設 による水路確
保には気の遠 くなるほどの金が要る。残る道は陸路のインフラ整備しかない。陸路だから大量のかつ
迅速な物資輸送はできないが情報伝達は十二分に可能だ。こうしてマクシミリアンはインスブル ック
とい うミラノとブ リュッセルの中間地点でイタ リア とネーデルラン トの情勢 を居 なが らに して手 に取
るようにわかる情報網の整備を考える。
これこそハプスブル ク家 の ヨー ロッパ戦略 に欠 かす ことの できない・ものであ った。
2
一四八九年,ジ ャネ ット ・デ ・タ ヅシス とい うイタ リア人 の名前が ヨハン ・ダックス とドイツ語風
に改め られてローマ王マ クシミリアンの インスブル ック政庁 の出納帳簿 に載せ られた。 そ して翌九〇
年,ジ ャネ ッ トの弟フランチ ェスコ もこれ またフラン ツ ・フ ォン ・タクシス とドイツ語名 とな り同 じ
出納娠 に登場する(ベ ー リソガー 『トゥルソ ・ウソ ト ・タクシス』参照)。
兄の ドイツ語家名ダ ックスが ここではタクシス となってい る。以後,同 家は タクシス家 と称 され る
こ とに な る。
そ してこの出納帳に よれば インスブル ック政庁は この ドイツ語 名フランツ ・フ ォン ・タクシス とい
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うイタ リア人 に一年 半の間 に合計 千六百 ライン ・グルデンを支払 っている。年 に約千 ライン ・グル デ
ン となる。
この支出は郵便網整備のためのそれである。むろんこれだけでは足 りるわけはない。タクシス家 自
らも持 ち出 しで,か な りの資本投 下 を してい る。
それでは郵便網整備のためにはどのような投資が必要なのだろうか?
しかしその前になぜマクシ ミリアン一世はこのイタリア人一族に白羽の矢を立てたのか?
これに答えるほうが結局は郵便網整備の方法を解き明かすことにもな り手っ取り早いといえるだろ
う 。
一四世紀,一 五世紀 とイタ リアはル ネ ッサ ンスの渦中 にあった。 このルネ ッサンス とい う途方 も無
い文化運動を可能にしたのは四分五裂 したイタリア各勢力の猛烈な競争エネルギーである。
ナポ リ ・シチ リア両王国,教 皇領,ヴ ェネチ ア,フ ィレンツ ェ,ミ ラノの五大勢力は:互いに しの ぎ
を削 っていた。 とりわけ中部 か ら北 イタ リアに展開す るヴ ェネ チア,フ ィレンツェ,ミ ラノの三都市
国家はそれぞれ数多の衛星都市国家を従えながら熾烈な戦いを演 じてきた。一四世紀のヨーロッパ中
世最大の大不況からいち早 く抜け出した三都市国家は自分たちの生みなす商品の販路確保 と金融ネ ッ
トワーク構築のために実際の戦闘 と情報戦を繰 り返 していたのである。
このすさまじい熱気の中で過去の古代ローマ帝国が作 り上げたさまざまな利便性が見直されてい
く。なるほど古代ローマの密集歩兵戦法の再生は 「アルプスの北」(当時この言藁は 「永遠の都ロー
マから遠 く離れた文化果つるところ」といった意味の差別語でもあった)に いたスイス傭兵部隊 とド
イツ傭兵部隊に先を越されたが,そ の他の分野では本場の強みでイタリア各勢力が一歩 も二歩 もリー
ドしていた といえる。
その ぴ とつが 古代 ローマの 公用郵 便=駅 伝制の ルネ ヅサソスであった。
一三八○年代 の ミラノの人 口は一 二万五千。 これは コンス タンテ ィノー プル とパ リを除 けば当時 の
ヨー ロ ッパ 各都 市の 中で最 大の数で ある。 こ こを治め る初 代 ミラノ公爵 ジ ョヴ ァソニ ・ガ レア ッツ
オ ・ヴ ィスコソテ ィは古代 ローマの駅 伝制度を復 活 させた。
それは熾烈な外交戦が産み落とした産物である。それゆえこの駅伝制度は当初はライバル諸都市に
対する早期警戒システムとして機能 した。 しかし整備が整うとともに都市国家ミラノの文化的ヘゲモ
ニーのデモ ソス'トレーシ ョン として使われ るようにな る。そ して私信,商 用 郵便が この再 生 したネ ッ
トワークに群 が ることになる(ベ ー リソガー 『マーキ ュ リーの標の もとに』 参照)。
そんななか時刻伝票という画期的なシステムが生まれた。
それは調査票形式の紙片でこれにより騎馬の伝書使(=配 達入)が どこの宿駅に何時に着 くか とい
うように配達物の時間管理がで きるようになった。おかげで騎馬配達人は身体頑健である上に読み書
,
きができ,さ らには時計の時刻 という当時としては恐ろしく抽象的概念に自分の身体的生理を適応さ
せる能力が要求されるようになった。つまり彼は宿駅ご とに到着時刻を書き込み,自身の署名をする
ことで配達する書信や荷物の時間管理を強いられようになったのである。 もちろん遅れたときの罰則
も事細かに定められていた。
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この時刻伝票を見ると,当初の復活駅伝制度は配達人の交代は行われなかったようである。宿駅は
馬の リレーだけが行われていた。発信元から受信元まで同一人の配達人が全責任を負わされていたこ
とになる。 しかしそれでは時間管理が難しく,情報戦に遅れをとることがままおきて くる。そのため
やがて宿駅で馬 も配達人もリレーされることになる。すると当然,宿 駅の規模が大 きくなる。配達の
交代要員の常設宿舎も必要になって くる6費用がかさむ。
しかし時刻伝票システムによりひとたび味わうことがで きた時間管理 とスピー ドへの関心を人は容
易 に払拭 す るこ とはで きな い。む しろます ますのめ りこんで い く。 「時間 の浪 費」な どとい う知 らな
くて もよい余計な概念が生まれたのはこの頃のことであるという。 こうして駅伝の精度をより高めよ
うとする競争 が始 まる(ベ ー リンガー 前掲 書参照)。
また需要 もあった。初期資本主義経済 という怪物である。商人たちは速 くて しかも確実な情報を欲
しが った。彼 らは伝書鳩や狼煙や音響信号などでは決 して得 ることはできない複雑な情報伝達を時間
管理の正確な駅伝に求めたのである。
おりしもヨーロウパは一四世紀の中世最大の不況を脱 し再び勃興期を迎 えていた。そのころのヨー
6
ロ ッパは生産 手段 と社会機構 において他の高度文化圏 である イン ド,中 国,ア ラビア,ペ ル ー,メ キ
シコに比べてさほど差が無かった といわれていた。 しか し一五世紀前半から一六世紀前半 にかけて
ヨー ロッパ は経済 的社会的 に他を圧 倒す るこ とになる。 フ ェルナン ・ブ ローデルの い う 「途 轍 も長 い
百年」 というやつだ。この百年間で ヨーロッパは最初の世界経済 システムを構築 してい くことにな
る。 そ してその原 動力 となったのが北 イタ リア経済 であ った。
こうした驚異的経済躍進のための循環機能の役割を果たしたのが駅伝制度ルネ ヅサソスであったの
だ 。
しか しこの駅 伝競走は ミラノの独走 には終 わ らない。 フ ィレン ツ ェもヴ ェネチ ア もレース に参加 す
る ようにな る。
と りわけヴ ェネチア。
ヴェネチアには一四世紀はじめにはすでに都市飛脚制度があった。これは商人飛脚で一三〇先年に
は四〇人の飛脚がいくつかの飛脚問屋に属 していたという。これ らの飛脚が地中海沿岸を頻繁に行 き
来 していた。
しかしこれでは ミラノの駅伝制度には勝てない。そこで駅伝問屋は飛脚を騎馬配達人に代え,宿駅
ご とに馬も配達人もリレーするシステムを採用 した。もちろんこれは零細企業ではできない。数軒の
問屋が互いに手を結び 「伝書使会社」へと組織を大きくしていったのである。
つまりヴェネチアの駅伝制度は商人飛脚を出発点にしたことからもわかるようにあ くまでも民間主
導のそれであったのである。 この辺は古代ローマの公用郵便 一駅伝制 とは大 きく違 う。
古代ローマの駅伝制はもっぱら駅伝ルー ト周辺住民に対する賦役(無 償強制労働)に よって維持さ
れて いた。 あ くまで も公用 であ り商売 ではなか ったのだ。
ミラノのそれ もやがて利潤を生む制度となる。ルネヅサソスといっても単なる再生産ではな くその
時代の空気が加味せざるを得ないということである。
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ところでヴ ェネチアの商人飛脚はべ'ルガモ出身者が多かった。ペルガモ といえば 「ベルガモ」のブ
ラン ドで有名な家具用綴れ織 り発祥の地だが,一 四二八年から三〇〇年以上,ヴ ェネチアの支配下に
置かれていた。その関係でベルガモ人が飛脚家業に手を染めたもの と思われる。衣替え した 「伝書使
会社」 もまた大半がベルガモ人の経営である。 タッシス家,ド イツ語家名タクシス家もまたその有力
な一族 であ った。
それが証拠に同家は教皇 シクトウス四世(シ スティナ礼拝堂の建立者,在 位一四七～八四年)の 教
皇庁伝書業務 を引 き受けていた し,さ らにはマ クシ ミリアンの父である皇帝 フ リー ドリッヒ三 世 より
チ ロル伯爵領 の郵便営業権 を授与 されて いた(ヨ ハ ネス ・ベル ノル ト 『トテ トテー!ト テ トテー!
郵便がやってきた』参照)
マ クシ ミリアン一世は この タクシス家 に 目を向けた。
こうして一四九〇年,ド イツ語 家名 タクシス家の名がマ クシミ リアンのインスブル ック政庁 の出納
帳簿に記載されたのである。
●
3
この一四九〇年を近代郵便制度元年 とする一つの定説がある。
これ に対 して面 白い異説があ る。否,あ った というべ きであ ろう。
「
それはマ クシ ミリアンの 当時の ラ イバル であ るフランス王ル イ十一世がマ クシ ミ リアン よ り一足 先
の一四六四年六丹 一'九日に 「郵便令」 を勅 して いる というの であ る。
だがこの 「郵便令」 は後 に偽書 であ るこ とが判 明された(ベ ー リソガー,カ ルム ス 前掲 書参照)。
ドイツ,フ ランスの 功名先陣争 いがつい筆 を走 らせたの であ ろう。
しかし事はそう簡 単ではない。
ル イ十一世 に仕 えた政 治家 であ り歴 史家 であったフ ィリップ ・ド ・コ ミー ヌの当時の重要な史料 と
な っている年代記風 のrメ モ ワール』 に よればル イ十 一一世が一四七六年 にそれ まで無か った新 しいシ
ステム としての郵 便について言及 した とあ る。
さらには一四七〇年代にはローマ教皇シクトゥス四世がリレーシステムの伝書使を常駐させた とい
う。 また一四八0年 代に イギ リス王 エ ドワー ド四位がロン ドン とスコ ッ トラン ド国境のペ リックを結
ぶ一時的な 「軍事郵便」を構想 したメモが残っている。
要す るに,一 四九〇年近 代郵便元年 説 もだいぶ怪 しいのである。第一,マ クシ ミリア ン とタクシス
家め郵便事業契約も果たしてそれが近代的かといわれると少 し首をかしげた くなるところがある。
しか しその一一・五年後 の一五〇 五年,マ クシ ミリアンの息 子フ ィリップ美玉が タクシス家の フラン
ツ ・フ ォン ・タクシス と結んだ郵便契約は まぎれ もな く近 代郵便制度 の雛形 となった。
6
それではその近代郵便制度 とはなにか?
なにが近代郵便か というと,いま本稿が参考にしている諸家の間ではほとんど異同が無い。それを
ご く簡単 にま とめ る と次の ような こ とにな る。
童22
一,書信(と りあえず郵便業務を書信のそれに限定ずる)の運搬が分業によって行われること
一四世紀まで,各都市や修道院,大 学等々が抱えていた飛脚制度 一酌達人制度(正 確に言えば
その後 も各都市や修道院,大 学等々はシステムを変えながら独自の飛脚制度=配 達人制度を維
持 しようとした)は 発信元から受信元まで…人の飛脚=配 達人が書信を運搬していた。 これを
近代郵便は多数の人間による リレー運搬に変えている。そして これにより運搬の確実さとス
ビー ドが保障 され る ようにな ったG
一.職業 ・身分に関係な く誰 もがこの郵便制度を利用できること
古代ペルシャ,プ トレマイオス王朝をは じめとするヘレニズム諸王朝,カ リフ諸王朝そして古
代 ローマ帝国と大体どこの古代帝国も駅伝制度による情報ネットワークを有 していたが,こ の
通信手段で運搬される書信はすべて公用文書に限られていた。民間人がこれを利用することは
厳 しく禁じられていた。むろん,抜 け道はあったが政府高官が私信を託す ことも原則的には禁
じられており,駅伝制度は命令書,指 令所の伝達を旨とする国家郵便であ り,部分 メデ ィアに
過 ぎなかった。 これに対 して近代郵便は私信の運搬が大多数を占めることにな り,誰にも利用
9
可能なユニバ ーサル メデ ィア となる。
一.書 信の運搬が定期的に行われること
古代ローマ帝国等々の駅伝制度は命令書,指 令書等 々が発せられるときだけ稼動する。一方,
近代郵便は書信の運搬はその量の多寡に関係なく定期的に行われる。たとえ週一回の定期便 と
いえども,この定期性は人々の生活に大 きな影響を与 えた。た とえば インスブル ック市の郵便
出発 日と到着 日が水曜 日だとすると,富裕な識字階級 と商人階級の一…週間の生活 リズムはこの
水曜日に合わせて回ることになる。近代郵便という新しい情報ネットワークにより当時の人々
は自分の身体的生理に関係の無い抽象的な時間(曜 日,時刻)を 意識するようにな り,かつ縛
られてい く。
…一.郵 便コー スの 固定 化 と増設
マクシ ミリアンがタクシス家にその運営を任せた郵便事業は原則的に公用郵便に限定されてい
た。 しか しマ クシ ミリアンは∵ 箇所 に とどまるわけ ではない。 彼が動 くと宮廷 も動 く。移動宮
廷である。それが絶対王権登場前の巡回王権の姿だ。すると郵便コースもそれにあわせて変更
となる。 これではネ ットワニクの機能が保てない。 これに対 して郵便コースの固定化は宿駅の
固定化につながる。これにより郵便物の集配地 も固定化し時間管理が容易になる。宿駅長は当
初は大体が宿屋の亭主がなっていた。かれは郵便業務の報酬を中央郵便局長から受け取 る。そ
.れに自己資本を投資し騎馬旅行者へ馬の貸し出し等のサービスを行いその収入を自分のものと
する。つまりかれは少ない資本投下で郵便網 という大組織からノウハウ とブラン ドをもらい利
益を.ヒげる。宿駅長は要するに今で言 う特定郵便局長であり,これは一種のフラソチャイズシ
ステムであ る。 こうして郵便 コース の急激 な増 設が可能 にな うてい った。
一.郵便利用料金が定額 とな りかつ公表される
古代ローマ帝国等 々の駅伝制度はすべて公用郵便なので料金はすべて無料であ る。そ して駅伝
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制度の財政的維持は駅伝ルー ト周辺住艮に課せられる賦役(無 償強制労働)に よって支えられ
ていた。また各都市や修道院,大学等々が抱えていた飛脚制度の利用料金は一定ではな く曖昧
な ところが多 く,心 づけ,酒 手 も上乗 せされていた。近代郵便は料 金が一定 でかつ公表 されて
いたので利用者側の心理的抵抗が少なかった(も っとも,郵便切手という料金前納制度の登場
はまだまだ先の話である)。
一
. 差出人の書信がオリジナルなまま受取人のところに届 くこと
これが一 番・問題 であ る。「信書の秘密」 という大原則 が確立 される前 は書信は絶 えず開封 ・検
閲の危険にさらされていた。人 々が郵便への信頼感を当たり前のように持ちうる時代はなかな
かや って こなか った。
ざっとこんな ところだろう。
もちろん これか ら話題にす る,一 五〇五年 にマ クシ ミリア ン一 世の嫡 男フ ィリップ美玉 とフラン
ツ ・フォン ・タクシス との間で結ばれた郵便契約が上述の近代郵便制度の条件をすべて兼ね備えたも
の とは到底,言 えない。 しか しそれで もこれは画期的であ った。近代郵 便制度の元 となった とは 言え
る代物であ った。
それでは この 郵便契約 とはいった いどうい うものであったのか?
それには先ずは例 によってハプスブル ク家の ヨー ロッパ世界戦略 とそ=れと丁 々発止 と渡 り合 うフラ
ソス王家等々の動 き,要するに当時の複雑なヨーロッパ政治情勢を語らなければならない。
14
i 最初の后マ リナの おかげでネーデルラン トを手 にしたマ クシ ミリアン一世 に とって第一の仮想敵国
1
ー
ー
ト
は もちろんフ ランス王国であ った。
ト
そのフランスの南西にはイベ リア半 島が広が っている。
一四九二年,この半島の南のグラナダに最後の拠点を置いていたイスラム勢力がついに陥落 した。
カステ ィリア女王 イザベラ とアラゴンモフ ェルナソ ドが手を携えて推進 して さたキ リス ト教徒の国土
回復運動はここに終結を見 る。それは同時 に ときのローマ教皇 インノケンテ ィウス八世に よ り 「カ ト
リック両王」 と激賞 されたイザペ ラ とフ ェルナ ソ ドの結婚 によるスペ イン王国の誕生 でもあ った。
しか し新生 スペ インの東 ピ レネー山脈 の向こう側にはフランス王国がある。スペ インに とってもフ
ランスは第一の 仮想敵国であ った。
ハプ スブルク家 とスペ インは手 を結ぶ。
マ クシ ミリアンの嫡男フ ィリップ美玉 と娘マ リーがスペ イン王女フ ァナ と皇太子 ドン ・ファン とそ
`
れそれ婚姻を結ぶ。いわゆる二重結婚で相互相続契約が交わされた。
相互相続契約 とは出来上がったばかりの二組の新婚カップルの家系のどちらかが途絶えたら,生き
残ったほうがその遺領 をそ っ くりいただ くとい うものである。
スペ イン王女フ ァナはフ ィ リップ美玉 に,つ まりハプスブル ク家に三 男三女をプレゼン トして くれ
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た。一方,フ ィリップの妹マ リーは男子を一 人死産 するだけであ る。それだけではな く,マ リーはつ
れ合いのスペイン皇太子に早死にされ寡婦となる。
ハ プスブル ク家は スペ イン を手 に入れた。フ ィリップ美 玉はやが てスペ イン王(正 確 には カステ ィ
リア王)と な る。 スペ イン風 にい えば フ ェリペ一 世であ る。
そのフ ィリップ美玉 がまだスペ イン王女 ファナ と結婚する前の こ とであ る。 美玉の居城は ネーデル
ラン トのブ リュッセル にあ った。 そこにフランツ ・フ ォン ・タクシスが インスブル ックから移 って く
る 。
マクシミリアンの インスブルック政庁は7ラソツの郵便事業にうるさく干渉して くる。書信は公用
文書に限定する。私信の運送は許さない。むろん郵便網を利用した人の輸送,つ まりは旅行業などは
論外である。公用郵便につき料金は無料である。そのためにインスブル ック政庁はタクシス家に国庫
助成金を支払 っているのである。 ところがその肝心な助成金がハプスブルク家の常で滞 りがちであ
る。 代わ りに爵位 を くれ てやる と言わ れて も封土の無い叙爵では食 ってはいけない。 この ままでいけ
ばフランツの郵便事業は先細 りになるだけである。
フランツはブ リュッセルに活路を見出そつとした。 ここは商用郵便の需要が掃いて捨てるほどあ
る。殿様 フ ィリップ美玉 も経済の わかる領主だ。 フランツはたちまちの うちにフィ リップの懐 にも ぐ
りこんだ。一 五〇一・年,か れは美玉に よりブ リュッセル郵便局長に任命 さ=れた。
そのフ ィ リップが スペ イン王女 と結 婚 し,前 述 した ようにあれ よあ=れよという問に スペ インへの足
が か りを強固な もの にしている。一moo四年,后 の母,カ ス ティリア女 王イザペ ラが死ぬ と美玉は早
速,カ ステ ィ リア王 位を要 求する。 これに対 して美王の岳父 に当た るアラゴン王フェルナソ ドが横槍
を入れて くる。
さあどうするか?
美玉は も とも と父マ クシ ミ リアン とは違 う外交 セン スの持ち主であ った。父の ようにフランスを第
一の仮想敵国 とはしなかった。かれは舅の横槍に対抗するためにフランス王家に接近した。 これが図
にあたった。 フラン スの干渉に よ り美玉はカステ ィリア王 とな り,や がてはアラゴン王国 もふ くめて
スペイン全土を治める勢いを見せる。
美玉は領地ネーデルラン ドの旺盛な経済力と義母イザベラが切り開いたスペイン植民地である中南
米の豊富な金銀を連携させることを考え付 く。それには郵便網の一層の拡充がどうしても必要である。
一 五〇五年一月一八 日,美 王はブ リュッセルでフランツ ・フ ォン ・タクシス と郵便契約を結んだ。
美玉はフランツに新 しい郵便網の設置を命じた。そのためにかれに半ば自立的な特権的地位を与え
た。フ ランツは一五〇一年の郵便局長就任のときも郵便網建設を任されたが,その費用はネーデルラ
ン ト政府 が直接 支払 うもので,そ の意味 でフランツはネ ーデル ラン トの 一一役 人に過 ぎなか った。 だ
が,こ の度の契約 によれば かれは総顧,年 一万二千ル ーブル を リル(現 フ ランス北部,当 時はスペ イ
ン王国領)に ある会計検査院から受け取ることになる。その代わりかれは郵便網建設 と郵便事業に責
任を持つ。 もちろん私信(圧倒的に商用郵便)の 輸送 も正式に認め られ,その料金も設定され,人 の
輸送(旅行業)も 許可された。通常の郵便速度と速達のスピー ドも規定された。そしてその収入はフ
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ランツの もの とな った(ペ ー リンガー;カ ルムス 前掲書参照)。
美王の命じた郵便網は次のとおりであった。
郵便網の起点は美玉の宮廷のあ るブ リュッセル とする。そ こか ら一つは美玉の父マク ミリアソの宮
廷インスブル ックへ,一 つはフランス王の宮廷パ リへ,そ して今 ひとつはスペ イン宮廷へ と郵便網が
延びる。
これはその後,瞬 く間にヨーロッパに縦横無尽に張 られていく濃密な郵便網に比べればほんの出発
点に過 ぎない。
それよりもこの郵便契約が持つ意味は次にある。
先ず郵便網 とい う新 しい情報ネ ッ トワー クの利用 が民間に も門戸が開かれた とい うこ とである。 も
っともこれは私信運搬の禁1トがこの契約に明確に盛 り込まれていないという形の消極的認可であった
が,こ の意味は とてつ もな く大 きい。特 に商人に とっては これにより為替 による決済が可能 とな り,
経済活動 が活発 となってい く契機 となった。
次に郵便網が数力国にまたが ることでネ ラ トワークとしての国際性 を獲得 したこ とである。
さらには,年 間,一一万二千ルーブル とい う国庫助成金に明確に示されるように郵便事業は純粋な国
家事業であることが再確認された。
しかしこの国家行政と郵便事業の間に中間項が挿入された。つまり国家は郵便事業施設の費用を負
げ
担するが,事業の運営はタクシス家が自主的に行う。しかもその運営権がやがてタクシス家の世襲の
権利となる。要するに我が国で言 う特定郵便局長がそのまま郵便公社総裁 となるようなものである。
こうして郵便事業は純粋な国家経営から,その周家から全権を委任さ;れた世襲…族の経営による半
官半民の事業 へ と変質 したこ とになる。
当時の国家 とはつま り王家の ことであ る。現在の公共性 とは意味 が少 し違 う。
、 ■ト
領民の賦役によって維持されていたかつての古代帝国の駅伝制度は王家の私的公用文書(命 令書,
指令書,反乱鎮圧のための秘密文書等々)の運搬に過ぎなかった。それが半官半民の事業体になるこ
とによって私文書(主 に商用文書)の 運送の道が開かれ,逆に国民経済に深く関わる郵便 となってい
く 。 、
そしてそれでいて国庫助成金が施設費用のために支払われるのだから,言 うなれば公共経済的施設
が多くの場所に建てられることになる。つまり王家の思惑から外れて時代の流れが知 らぬうちに園家
を王家の私的所有物 か ら公共なる ものへ と押 しや ってい くのである。
王家の思惑か ら外 れてといえば,フ ィリップ美玉はこの郵便契約を結 んだ ときに,お そ ら くはそ こ
までは見越 して いなかっただろう と思われる重:大な事件がある。
それは美玉 が契約締結後の翌一 五〇六年,わ ずか二 八歳 で早世 し(ど うや ら毒殺 さ;れた らしい),
息子に先立たれた皇帝マ クシ ミリアン も一五一九年 に六〇年 という波 乱の生涯を終 え,美 玉の長男,
マクシミリアンの孫 カール玉 笹が スペ イン王,神 聖 ローマ皇帝 を兼ねて,た まゆらのハ プスブルク世
界帝国に君臨 していた ときのこ とである。
ハ プスブル ク家は一五二五年,ミ ラノ公国 を支配下 に置 いた。 そ して一五三五年,同 公 国を神聖
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ローマ帝国に統 合 した。
その間,美 玉 との郵便契約 によりタクシス家は着 々と郵便コースを増設 していった。そ して ミラノ
がハプスブルク家の もの とな った。 つまりネーデルラン トのブ リュッセル と北 イタ リアの ミラノの問
に誰に も邪魔 されない確固たる郵便 コースが出来上が ったのだ。北 イタ リア とネーデル ラン トの連結
はすなわち地中海貿易 と北海 ・バル ト海貿易のそれ になる。
タクシスの郵便網はヨーロッパ近世の二大世界経済圏を結びつけた!
これはハプスブルク家の思惑をはるかに超えた事件であった。た しかにそれはハプスブルク家の
ヨーロッパ世界戦略の一つの結果かも知れない。 しか しこの大事件の真の動因は もはや誰 に もとめる
こ とができない初期資本主義経済システムの大 きな うね りであった。美玉 とフランツ ・フ ォン ・タク
シスが交わした郵便契約は一王朝の利害とは無関係に,それよりも数等倍の公共性を持つ世界経済の
流れをつ くりだ したのであ る。
この意味でこの郵便契約は画期的であった。
1
おわりに
カルムスは近代の郵便制度成立の条件をごく簡単に次の三点に絞っている。
すなわち,一 郵便物が分業 により運搬されるこ と。
二.地 位,身 分を問わず誰で も郵 便制度を利用で きるこ と。
三.差 出人の手紙 がオ リジナルのままで宛名人に届 くこ と。
一五〇五年に交わされた フ ィリップ美王 とフ ランツ ・フ ォン ・タクシスの郵便契約はカル ムスの掲
げる第三の条件 については確 かに大 いに疑問であ るが,少 な くとも第一・と第二の条件は クリアー して
いると言 えるだろう。そしてこれに よりヨー ロ ッパの郵便量は飛躍的に高 まり,当 時の人 々の生活感
覚 に郵便 とい う制度が深 く根を下 ろしてい くのであ る。
だからこそ十八世紀の国際法学者ギーコブ ・モーザーは近代郵便調度は空間と時間の座標軸を移動
させたものであ り,そ れはコロンブ スの新大陸発見 に匹敵す る大事業 だ と指摘 し,「この公の郵便制
度は驚 くべ き結果を引 き起 こし,世 界を多 くの点でほ とん ど別のモデル に鋳直 した発明であった」 と
言い切 るのであ る(『ドイツ国法』)。
だ とすれば,本 稿の 「は じめ}ご」に書いた ようにフランツ ・フ ォン ・タクシスを近代 ヨーロ ッパ郵
便制度の父と呼んでも差し支えないのではなかろうか。
もちろん,そ の後,こ の郵便制度は ヨー ロッパ史 の激動 に引 きず られなが ら紆余曲折 を経 ることに
なる。そ してカルムスの第三の条件 を完全 にク リアーす るまでは多 くの時間 を要 している。だがこの
辺の考察に関 しては他 日に譲 りたい。
ともあれ,こ うしてヨーロ ッパ近 代の郵便制度は誕生 したのだ。
○
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